
神
明
宮
の
祭
り

　
昭
和
30
年
か
ら
35
年
頃
、
光
善
寺
の
戸
数
は

40
戸
ぐ
ら
い
で
、
ほ
と
ん
ど
が
農
業
で
し
た
。

田
の
ほ
と
ん
ど
が
ド
ブ
ッ
田
で
牛
馬
が
使
え
ず
、

農
作
業
も
大
変
で
し
た
。

　

神
明
宮
は
前
の
由
緒
に
よ
る
と
文
録
３
年

（
１
５
９
４
）
に
勧
請
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
神

明
宮
は
長
い
年
月
光
善
寺
の
人
々
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
祭
り
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

元
旦
祭
、春
季
大
祭
、夏
越
の
祭
、秋
の
収
穫
祭
、

雨
乞
い
の
神
事
な
ど
が
行
わ
れ
て
来
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
代
、
神
明
宮
の
祭
り
も
盛
大
と
な

り
、
特
に
５
月
15
日
の
春
季
大
祭
に
は
、
館
林

の
分
福
一
座
を
招
い
て
近
郷
に
劣
ら
な
い
祭
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

前
日
よ
り
地
区
民
総
出
で
準
備
に
か
か
り
、

舞
台
を
建
て
、
花
を
飾
り
、
神
社
の
庭
に
筵む

し
ろ
を

敷
き
つ
め
見
物
席
を
作
る
な
ど
し
て
、
昼
夜
二

度
の
興
行
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
回
り
に
出
店

が
二
、三
十
軒
も
並
び
、
夜
は
提
灯
の
明
か
り
と

出
店
の
明
か
り
と
多
く
の
見
物
客
で
、
い
つ
も

は
暗
い
神
社
の
庭
も
こ
の
日
ば
か
り
は
賑
い
ま

し
た
。

　
人
の
話
に
よ
る
と
二
百
人
余
の
観
客
で
神
社

の
庭
も
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
分
福
一

座
の
出
し
物
は
、
芝
居
や
流
行
歌
に
合
わ
せ
た

舞
踊
な
ど
で
し
た
が
、
題
名
を
捲め

く

る
た
び
に
喚

声
が
あ
が
り
、
祭
り
の
興
行
は
大
成
功
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
祭
り
の
賑
い
や
楽
し
み
も
テ
レ

ビ
の
普
及
と
共
に
次
第
に
茶
の
間
へ
と
移
り
ま

す
。
２
台
、
３
台
と
テ
レ
ビ
が
増
え
る
と
共
に

プ
ロ
レ
ス
の
人
気
が
高
ま
り
、
特
に
力
道
山
と

い
う
レ
ス
ラ
ー
の
活
躍
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
、
村
祭

り
も
人
々
の
関
心
を
失
い
、
現
在
で
は
、
祭
典

の
み
の
祭
り
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
平
成
５
年
、
区
民
の
浄
財
に
よ
り
現
在
の
社

殿
に
改
築
し
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
明
る
い
神

社
と
な
り
ま
し
た
。

一
本
の
桜

　
こ
の
桜
の
木
も
切
ら
れ
る
事
無
く
、
時
に
は

雷
様
に
会
い
、
風
雨
雪
に
も
耐
え
抜
い
て
き
ま

し
た
。
元
気
に
伸
び
る
枝
が
途
中
で
切
ら
れ
る

事
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
家
族
を

見
守
り
な
が
ら
、
元
気
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
何
事
も
無
か
っ
た
か
の
よ
う
に
「
私
の

桜
の
花
、
燗
漫
よ
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
咲
き

誇
り
、
私
た
ち
家
族
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

今
年
も
き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た
。
遠
方
の
知

人
が
「
今
年
も
き

れ
い
に
咲
い
た
ね
」

と
褒
め
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
桜
も

私
と
同
年
齢
で

す
。
桜
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
。

ひとりごと　From editors
▶企画課へ異動してきて、早いもので1年が経ちました。昨年の5月号で

「落ち着かない」などと書きましたが、気がつけば「あっという間」と思
えるほど充実した1年だったのかなと思います。▶さて、本年度は町制
施行50周年の記念すべき年です。4月号でも紹介しましたが、さまざま
なイベントがたくさん予定されています。さらには、中央公民館も完成
し、オープンするとさらにイベントが盛りだくさんです。▶ということ
は、皆さんにお会いする機会が今まで以上に多くなるということです。
イベントの運営側だったり、出演者だったり、お客さんだったりと形は
さまざまですが、皆さんの様子を精一杯追いかけますので、広報おうら
のカメラを向けられたときは、ぜひいい表情をお願いします（小室）

風薫る
（中野地内）

〈
第
七
十
七
回
〉

Photo 原田八重子（記録ボランティア）

あすへひとこと

若い人たちに語り継ぎたい、
次の世代に残しておきたい。
貴重な話をお届けします―。

邑楽町の昔ばなし
いつの時代までも残したい

春になると神明宮の脇には桜が咲き、その奥からシンボルタワーが顔
を覗かせます。（写真は記録ボランティア 髙根澤高明撮影）

この広報紙は、自然保護のため 
植物油インキを使用しています。

この広報紙は、見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。
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